





































して、予習内容個人テスト（IRAT；Individual Readiness Assurance Test）] 、応用チームテス













ームを再編成した。TBL 法は①予習、②準備確認 [ 予習内容個人テスト（IRAT；Individual 
Readiness Assurance Test）] 、③学習内容 [ 応用チームテスト（GRAT；Group Readiness 
Assurance Test）] の３ステップからなる学習方法である３）。そこで、学生に IRAT（図３）を
授業初めの５分間で、その後チームごとにスモールグループディスカッション（SGD）を５分間
で行わせ、メンバー同士で協力して解答を導き出した後、次に同じ問題で GRAT を行った。
IRAT 及び GRAT は回収し、いくつかのチームに得られた解答とその解答を導いた根拠につい






































③　 １分子のスクロースは，１分子のグルコースとガラクトースがα - グリコシド結合した
ものである．
④　 α - グルコシダーゼは，二糖のα -1, ４- グリコシド結合を加水分解する反応を触媒する
酵素であり，ヒトでは小腸上皮細胞に膜酵素として発現している．マルターゼやスク
ラーゼがこれに属する．
２． 次の英文内容を日本語で分かりやすく簡潔に書きなさい．① They はα - グルコシダー
ゼ阻害薬を示す．
① They inhibit the enzymatic activity of α-glucosidase, which slowly digests starch in the 
small intestine, causing glucose from the starch to be more slowly released into the blood 
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クラスター ① ② ③ ④











50.1 51.8 51.1 51.1
図９　薬学英語に対する学生の意識調査結果（因子分析・クラスター分析）
－ 10 －























































果から比較した。定期試験の平均点は50点未満と低い D の Factor １～３ の評価値は４つのク






















Factor 1 Factor 2 Factor 3

















A B C D
図12　TBL 法に対する学生の意識調査結果（因子分析・クラスター分析）
－ 13 －
学力との関連性を見出すため、A ～ D に含まれる①～④の学生の割合を調べた（表３）。
３- ３　薬学英語及び TBL 法に対する意識と学力との関連性
　表３に示したように、最も学力の低い D では①の学生の割合が多く、他のクラスターでは①
の学生の割合は低いことがわかった。図９に示した結果から①は薬学英語に対する評価値が３つ
の Factor すべてにおいて低いことから、より学力の低い学生は TBL 法及び薬学英語に対する
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